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◆学校への経路
【西方面から】 高松から車で30分／ことでん志度線・原駅下車徒歩10分／高松東ICより車で10分
【東方面から】 JR高徳線・JR志度駅から車で5分／志度IC（または、さぬき三木IC）より車で10分

公 開 講 座

高等学校の先生方向けの大学紹介・入試説明会
　6月25日（火）に、高等学校の進路指導教員を対象とした大学紹介・入試説明会を開
催しました。この会は今回が初めての試みでしたが、県内22校から26名の先生方にご
参加いただきました。学長挨拶の後、看護学科、臨床検査学科の紹介、平成25年度入試
説明を行い、学内見学と個別相談を行いました。ご参加いただいた先生方からたくさん
の貴重なご意見を頂くなど活発な情報交換が行われました。

平成24年度 国家試験合格状況
　平成24年度も、看護師、保健師、助産師、臨床検査技師の資
格において全国平均より高い合格率を維持できました。また、
看護学科、臨床検査学科ともに半数以上の学生が県内の主要
な医療機関や施設に就職しました。香川の医療や福祉の発展
に寄与できるような地域に根差した活躍が期待されます。

　平成16年に開学しました本学は、県民の皆様方の
温かいご支援・ご指導のお蔭をもちまして、今年で開学
10年を迎えました。
　開学10年を記念し、去る9月16日、サンポート高松
において記念講演会並びに健康広場を開催いたしま
したが、その際には多数の皆様方にご来場いただき、
誠に有難うございました。本学の10年の歩みを紹介す
るとともに、本学がこれから果たすべき役割等につい
て、多少なりとも皆様方にお示しすることができたので
はないかと思っております。
　本学は、開学以来、幅広い教養と豊かな人間性とと
もに、高度な専門的知識と技術を兼ね備えた質の高い

保健医療従事者の養成を目指し、これまでに400名を
超える看護師・保健師・助産師・臨床検査技師を県内
外の保健医療の現場に送り出してまいりましたが、今
後も超高齢社会の一層の進展を受け、誰もが健やかに
長生きできる、健康長寿社会の実現に向けて、教育研
究機能の強化に努めてまいりたいと考えています。ま
た、県立の大学として、地域に密着した教育研究活動
や生涯学習の推進などを通して、地域と共に生きる、
地域と共生し、地域の皆様方に愛される大学を目指し
てまいります。
　10年は一つの節目ではありますが、長い目で見れ
ば、ほんの最初の1ページが開かれたにすぎません。こ
れから多くの人たちによって、次の1ページ、更にまた次
の1ページが綴られ、大学の歴史が刻まれていくことと
思います。地域に根ざし、世界に伸びる、そして地域に
愛される大学として、これからも本学に与えられた使命
を追究してまいりたいと考えておりますので、引き続き
皆様方のご支援・ご理解を賜りますよう、何卒よろしく
お願い申し上げます。

　8月21日（水）に公開講座「健やかに生きよう」が香川県社会福祉総合センターで開催
されました。今回は、「更年期からを豊かに生きるために～からだやこころの変化と上手
につきあいましょう～」講師：塩田敦子教授、「糖尿病と臨床検査」講師：多田達史准教
授の2講座を開講し、63名の方が受講され、好評のうちに終了しました。今年度は11月
15日（金）に本学においても開催いたします。興味のある方は是非、一度お越しください。

オープンキャンパス
　7月27日（土）午後、オープンキャンパスを開催しました。昨年同様約500名の高校生
と保護者等の方々が、県内外より参加されました。
　大学の概要説明や在学生と教職員による進路相談、学内見学、実習体験を実施し、
高校生のキラキラ輝く瞳に出会えました。そして、「施設が充実していることに驚いた。」、
「在学生や教員からの説明で授業がイメージできた。」など好評を得ることができました。

学長　湯淺 繁一
●お知らせ
◆橄欖祭（大学祭）
　平成25年10月19日（土）
　ミニオープンキャンパス同時開催
◆公開講座
　【第2回】 平成 25 年 11 月 15 日（金）（本学大講義室）
◆いきいき健康広場
　【第3回】 平成 25 年 11 月（未定）
　【第4回】 平成 26 年 1 月 31 日（金）

香川県立保健医療大学　開学10年を迎えて

【入学試験】
推薦入試（看護学科・臨床検査学科） 平成 25 年 11 月 16 日（土）
一般前期入試（看護学科・臨床検査学科） 平成 26 年 2 月 25 日（火）
一般後期入試（看護学科） 平成 26 年 3 月 12 日（水）
専攻科入試（助産学専攻科） 平成 25 年 12 月 1 日（日） 

 看護師 保健師 助産師 臨床検査技師

受験者数（人） 64 66 9 19
合格者数（人） 62 66 9 18
合格率（％） 96.9 100 100 94.7
新卒者の全国平均（％） 94.1 97.5 98.9 77.2
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◆Best of JALT 2011 賞受賞　Najma Janjua 教授
　JALT（日本全国語学教育学会）年次国際大会において、2011年5月に行われた発表「Textbook Rubric ＆ Common 
Sense」に対し、最良の発表として Best of JALT 2011 賞を受賞しました。
◆Rosai 賞受賞　三木 友香理 助教
　2012年11月開催の第3回 International Thymic Malignancy Interest Group Annual Meeting において「AB型胸
腺腫の免疫組織化学的検討」に対し、Rosai 賞を受賞しました。
◆TESOL 2013 Award for Teacher as Classroom Action Researcher 受賞　Najma Janjua 教授
　2013年3月に米国ダラスで開催されたTESOL国際協会年次総会において、「A tool for minimizing L1 interference 
in the Japanese EFL classroom」に対し Teacher as Classroom Action Researcher 賞を受賞しました。
◆日本化学療法学会 JIC Award 2011 受賞　奥田　潤 教授
　2011年度の Journal of Infection and Chemotherapy に掲載された原著論文が、年間を通して発表された論文のう
ち、最も優れたものとして JIC Award 2011 を受賞しました。

◆平成24年度香川県健康福祉部長表彰　髙嶋 伸子 教授
　長期入院患者の退院阻害要因を明確にするために香川県西讃保健福祉事務所と行った病院実態調査について、精
神障害者の地域移行・地域定着に功績があったとして平成24年度香川県健康福祉部長表彰を受けました。

新役紹介

　最近の臨床検査の進歩はめざましいものがあり、病気の診断に欠かせません。また、健診など
の予防医学でもその中軸をなしています。一方、医療を取り巻く環境は専門化、複雑化し、様々な
医療従事者がそれぞれの高度で専門的な知識と技術を生かし、患者中心の医療を提供する
チーム医療の重要性が増し、臨床検査技師がその役割を果たすことが求められています。このよ
うな背景を踏まえ、学生諸君は4年間を通じて、基礎や専門の学力のみならず、思考力、判断力
および人間を理解する目を養うことが重要で、そのためにはたゆまぬ努力が必要です。まずは幅
広い分野で活躍できる臨床検査技師を目指し、その上で専門性についても考えてください。私達
教員は、厳しさの中にも温かみをもって、学生諸君の応援をしていきます。

　本学の10年の歩みを紹介し
たパネル展やいきいき健康広
場、ミニオープンキャンパスを
開催しました。
　いきいき健康広場では、160
人を超える方々にご参加いただ
き、本学の教員と学生による
血圧、骨密度、血管年齢、肺年
齢などの簡単な健康測定や健
康相談を行いました。

Introduction

新任紹介

　学生が看護を学問、そして専門職
として探究する楽しさを見いだせる
教育活動をしたいと考えています。
また高齢者を対象に「その人らしく
最期まで生きていくことを支援する
エンド・オブ・ライフケア」を展開す
るため在宅緩和ケア、終末期ケアに
関するシステム構築や教育・人材育
成をテーマに研究を続けています。

　香川大学医学部附属病院検査部
に30年勤務していました。検査技術
の習得はもちろん、研究・開発の楽
しさも伝えたいと思います。また、臨
床現場の経験を活かし、臨床検査
技師として患者さんと関わりながら、
医療チームにおける重要な一員とな
り、活躍できるよう教育したいと思っ
ています。趣味は写真、野球観戦で
す。よろしくお願い申し上げます。

　情報科学、特にマルチメディアの
利用方法と情報教育を専門としてい
ます。「情報科学に関する知識」は
医療情報学の進歩とともに、医療人
にとって不可欠の必修知識としてそ
の重要性が増しています。インター
ネットやスマホなど身近な機器の利
用が進む中で、今後とも兆速の技術
進歩が社会を変えていきます。これ
からの医療人にとっての最重要課題
はこれにあわせた意識改革である
といえるでしょう。私もともに学んで
いきたいと思います。

臨床検査学科長
新見 道夫

片山 陽子
看護学科准教授

老年看護学
専門分野

多田 達史
臨床検査学科准教授

分析検査学
専門分野

山口 晴久
教養部教授

情報科学
専門分野

教職員活動の紹介

本学学生のダンスサークルによるオープニングダンスで、開学10周年記念イベントがスタートしました。

開学10周年を記念して、平成25年9月16日（月・祝）に
サンポート高松において、下記の記念事業を実施しました。

◉記念講演会
 14：30～16：30
 サンポートホール高松　第1小ホール

◉健康広場
 13：00～16：30
 高松シンボルタワー　デックスガレリア

　医療法人鬨の会 大野内科院長 小笠原望先生をお招
きし、「いのちを支える、いのちを抱きしめる ～四万十川
のほとりの診療所の毎日から～」と題してご講演をいた
だきました。
　200名を超えるたくさんの方々にご出席いただきました。
　「医療者でも自然が必要である」、「大病院では見えな
かったものが見えてきたり、考えが変わってきた」など四
万十での生活の日常の中での心情の変化についてもお
話しいただきました。
　いろんな気づきをいただき、また心の温かみもいただ
いたような講演でした。

とき

健 康 広 場

記 念 講 演 会

記念講演会・
健康広場開 学 1 0 周 年 記 念 事 業



KAGAWA PREFECTURAL UNIVERSITY OF HEALTH SCIENCES vol.11

◆Best of JALT 2011 賞受賞　Najma Janjua 教授
　JALT（日本全国語学教育学会）年次国際大会において、2011年5月に行われた発表「Textbook Rubric ＆ Common 
Sense」に対し、最良の発表として Best of JALT 2011 賞を受賞しました。
◆Rosai 賞受賞　三木 友香理 助教
　2012年11月開催の第3回 International Thymic Malignancy Interest Group Annual Meeting において「AB型胸
腺腫の免疫組織化学的検討」に対し、Rosai 賞を受賞しました。
◆TESOL 2013 Award for Teacher as Classroom Action Researcher 受賞　Najma Janjua 教授
　2013年3月に米国ダラスで開催されたTESOL国際協会年次総会において、「A tool for minimizing L1 interference 
in the Japanese EFL classroom」に対し Teacher as Classroom Action Researcher 賞を受賞しました。
◆日本化学療法学会 JIC Award 2011 受賞　奥田　潤 教授
　2011年度の Journal of Infection and Chemotherapy に掲載された原著論文が、年間を通して発表された論文のう
ち、最も優れたものとして JIC Award 2011 を受賞しました。

◆平成24年度香川県健康福祉部長表彰　髙嶋 伸子 教授
　長期入院患者の退院阻害要因を明確にするために香川県西讃保健福祉事務所と行った病院実態調査について、精
神障害者の地域移行・地域定着に功績があったとして平成24年度香川県健康福祉部長表彰を受けました。

新役紹介

　最近の臨床検査の進歩はめざましいものがあり、病気の診断に欠かせません。また、健診など
の予防医学でもその中軸をなしています。一方、医療を取り巻く環境は専門化、複雑化し、様々な
医療従事者がそれぞれの高度で専門的な知識と技術を生かし、患者中心の医療を提供する
チーム医療の重要性が増し、臨床検査技師がその役割を果たすことが求められています。このよ
うな背景を踏まえ、学生諸君は4年間を通じて、基礎や専門の学力のみならず、思考力、判断力
および人間を理解する目を養うことが重要で、そのためにはたゆまぬ努力が必要です。まずは幅
広い分野で活躍できる臨床検査技師を目指し、その上で専門性についても考えてください。私達
教員は、厳しさの中にも温かみをもって、学生諸君の応援をしていきます。

　本学の10年の歩みを紹介し
たパネル展やいきいき健康広
場、ミニオープンキャンパスを
開催しました。
　いきいき健康広場では、160
人を超える方々にご参加いただ
き、本学の教員と学生による
血圧、骨密度、血管年齢、肺年
齢などの簡単な健康測定や健
康相談を行いました。

Introduction

新任紹介

　学生が看護を学問、そして専門職
として探究する楽しさを見いだせる
教育活動をしたいと考えています。
また高齢者を対象に「その人らしく
最期まで生きていくことを支援する
エンド・オブ・ライフケア」を展開す
るため在宅緩和ケア、終末期ケアに
関するシステム構築や教育・人材育
成をテーマに研究を続けています。

　香川大学医学部附属病院検査部
に30年勤務していました。検査技術
の習得はもちろん、研究・開発の楽
しさも伝えたいと思います。また、臨
床現場の経験を活かし、臨床検査
技師として患者さんと関わりながら、
医療チームにおける重要な一員とな
り、活躍できるよう教育したいと思っ
ています。趣味は写真、野球観戦で
す。よろしくお願い申し上げます。

　情報科学、特にマルチメディアの
利用方法と情報教育を専門としてい
ます。「情報科学に関する知識」は
医療情報学の進歩とともに、医療人
にとって不可欠の必修知識としてそ
の重要性が増しています。インター
ネットやスマホなど身近な機器の利
用が進む中で、今後とも兆速の技術
進歩が社会を変えていきます。これ
からの医療人にとっての最重要課題
はこれにあわせた意識改革である
といえるでしょう。私もともに学んで
いきたいと思います。

臨床検査学科長
新見 道夫

片山 陽子
看護学科准教授

老年看護学
専門分野

多田 達史
臨床検査学科准教授

分析検査学
専門分野

山口 晴久
教養部教授

情報科学
専門分野

教職員活動の紹介

本学学生のダンスサークルによるオープニングダンスで、開学10周年記念イベントがスタートしました。

開学10周年を記念して、平成25年9月16日（月・祝）に
サンポート高松において、下記の記念事業を実施しました。

◉記念講演会
 14：30～16：30
 サンポートホール高松　第1小ホール

◉健康広場
 13：00～16：30
 高松シンボルタワー　デックスガレリア

　医療法人鬨の会 大野内科院長 小笠原望先生をお招
きし、「いのちを支える、いのちを抱きしめる ～四万十川
のほとりの診療所の毎日から～」と題してご講演をいた
だきました。
　200名を超えるたくさんの方々にご出席いただきました。
　「医療者でも自然が必要である」、「大病院では見えな
かったものが見えてきたり、考えが変わってきた」など四
万十での生活の日常の中での心情の変化についてもお
話しいただきました。
　いろんな気づきをいただき、また心の温かみもいただ
いたような講演でした。

とき

健 康 広 場

記 念 講 演 会

記念講演会・
健康広場開 学 1 0 周 年 記 念 事 業



県立大通信

KAGAWA PREFECTURAL UNIVERSITY
OF HEALTH SCIENCES

vol. 2013.10.1 発行11

タイトルのHANDsは“高い専門的医療技術により、尊い生命
を支える人間愛に溢れた温かい手”を意味しています。

〒761‒0123 香川県高松市牟礼町原281-1
Ｔｅｌ：087‒870‒1212　Ｆａｘ：087‒870‒1202
E-mail： hokeniryodaigaku@pref.kagawa.lg.jp
http://www.pref.kagawa.lg.jp/daigaku/

◆学校への経路
【西方面から】 高松から車で30分／ことでん志度線・原駅下車徒歩10分／高松東ICより車で10分
【東方面から】 JR高徳線・JR志度駅から車で5分／志度IC（または、さぬき三木IC）より車で10分

公 開 講 座

高等学校の先生方向けの大学紹介・入試説明会
　6月25日（火）に、高等学校の進路指導教員を対象とした大学紹介・入試説明会を開
催しました。この会は今回が初めての試みでしたが、県内22校から26名の先生方にご
参加いただきました。学長挨拶の後、看護学科、臨床検査学科の紹介、平成25年度入試
説明を行い、学内見学と個別相談を行いました。ご参加いただいた先生方からたくさん
の貴重なご意見を頂くなど活発な情報交換が行われました。

平成24年度 国家試験合格状況
　平成24年度も、看護師、保健師、助産師、臨床検査技師の資
格において全国平均より高い合格率を維持できました。また、
看護学科、臨床検査学科ともに半数以上の学生が県内の主要
な医療機関や施設に就職しました。香川の医療や福祉の発展
に寄与できるような地域に根差した活躍が期待されます。

　平成16年に開学しました本学は、県民の皆様方の
温かいご支援・ご指導のお蔭をもちまして、今年で開学
10年を迎えました。
　開学10年を記念し、去る9月16日、サンポート高松
において記念講演会並びに健康広場を開催いたしま
したが、その際には多数の皆様方にご来場いただき、
誠に有難うございました。本学の10年の歩みを紹介す
るとともに、本学がこれから果たすべき役割等につい
て、多少なりとも皆様方にお示しすることができたので
はないかと思っております。
　本学は、開学以来、幅広い教養と豊かな人間性とと
もに、高度な専門的知識と技術を兼ね備えた質の高い

保健医療従事者の養成を目指し、これまでに400名を
超える看護師・保健師・助産師・臨床検査技師を県内
外の保健医療の現場に送り出してまいりましたが、今
後も超高齢社会の一層の進展を受け、誰もが健やかに
長生きできる、健康長寿社会の実現に向けて、教育研
究機能の強化に努めてまいりたいと考えています。ま
た、県立の大学として、地域に密着した教育研究活動
や生涯学習の推進などを通して、地域と共に生きる、
地域と共生し、地域の皆様方に愛される大学を目指し
てまいります。
　10年は一つの節目ではありますが、長い目で見れ
ば、ほんの最初の1ページが開かれたにすぎません。こ
れから多くの人たちによって、次の1ページ、更にまた次
の1ページが綴られ、大学の歴史が刻まれていくことと
思います。地域に根ざし、世界に伸びる、そして地域に
愛される大学として、これからも本学に与えられた使命
を追究してまいりたいと考えておりますので、引き続き
皆様方のご支援・ご理解を賜りますよう、何卒よろしく
お願い申し上げます。

　8月21日（水）に公開講座「健やかに生きよう」が香川県社会福祉総合センターで開催
されました。今回は、「更年期からを豊かに生きるために～からだやこころの変化と上手
につきあいましょう～」講師：塩田敦子教授、「糖尿病と臨床検査」講師：多田達史准教
授の2講座を開講し、63名の方が受講され、好評のうちに終了しました。今年度は11月
15日（金）に本学においても開催いたします。興味のある方は是非、一度お越しください。

オープンキャンパス
　7月27日（土）午後、オープンキャンパスを開催しました。昨年同様約500名の高校生
と保護者等の方々が、県内外より参加されました。
　大学の概要説明や在学生と教職員による進路相談、学内見学、実習体験を実施し、
高校生のキラキラ輝く瞳に出会えました。そして、「施設が充実していることに驚いた。」、
「在学生や教員からの説明で授業がイメージできた。」など好評を得ることができました。

学長　湯淺 繁一
●お知らせ
◆橄欖祭（大学祭）
　平成25年10月19日（土）
　ミニオープンキャンパス同時開催
◆公開講座
　【第2回】 平成 25 年 11 月 15 日（金）（本学大講義室）
◆いきいき健康広場
　【第3回】 平成 25 年 11 月（未定）
　【第4回】 平成 26 年 1 月 31 日（金）

香川県立保健医療大学　開学10年を迎えて

【入学試験】
推薦入試（看護学科・臨床検査学科） 平成 25 年 11 月 16 日（土）
一般前期入試（看護学科・臨床検査学科） 平成 26 年 2 月 25 日（火）
一般後期入試（看護学科） 平成 26 年 3 月 12 日（水）
専攻科入試（助産学専攻科） 平成 25 年 12 月 1 日（日） 

 看護師 保健師 助産師 臨床検査技師

受験者数（人） 64 66 9 19
合格者数（人） 62 66 9 18
合格率（％） 96.9 100 100 94.7
新卒者の全国平均（％） 94.1 97.5 98.9 77.2
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